


<売上収益>
通信・プリンティング機器は、現地通貨ベースでは対前年で＋2.0％の増収。
産業機器も、前年が出来すぎであったこともあり、⼤幅な減収となったが、⾜下では
IT向けも昨年の下期に⽐べると回復の傾向が感じられ、まずまずの出だし。
ドミノ事業も、中国市場が落ち込んでいることを除けば、概ね堅調に推移。

<事業セグメント利益>
Q1の利益は想定以上。
為替のマイナス影響が▲23億円があったものの、主にP&S事業で、販促費の効率
化や、開発費を含む経費の減少の効果があったことに加え、円⾼により、在庫未実
現利益の消去に係る会計処理の影響がプラス⾯に働いたこと、昨年あったドミノ社
の取得費⽤がなくなった影響などにより、増益となった。
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欧州や中東が少し弱かったものの、⽶州や中国、⽇本は堅調に推移。
⽶国は、インクジェットの⼤容量カートリッジモデルのセルインが好調。
中国は、⻑く続いた在庫調整が終わりセルインが順調。
⽇本は、レーザー製品のOEMが引き続き好調。

<通信・プリンティング機器の対前年売上伸び率の内訳>

①本体/消耗品別
製品本体 +９％
消耗品 －２％

②印字技術別
IJP １桁前半％のプラス
LBP １桁前半％のプラス

<売上構成>
IJP 25％強
LBP 70％強

8



9

⽶州がマイナスとなったが、セルアウト⾃体に⼤きな変化はなく、
Back to School 商戦に向けた製品投⼊のタイミングが前年と⽐べ後ろ倒しになっ
たことによるセルインの減が影響したもの。

欧州においては、ロシアは依然低調なものの、⻄欧諸国は２桁増の国も多く、好調
が持続。

利益⾯は、為替のマイナス影響に加え、⽶国でのセルインの減少に伴う粗利の減が
⼤きく影響
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⼯業⽤ミシンは、円⾼の影響に加え、景気減速の影響もあり、中国・アジア地域が
減収。
⽶州も、ガーメントプリンターは堅調だったものの、アパレル向けのミシンの売上がやや
低迷。

産業機器は、昨年の反動で⼤幅な減収とはなったものの、中国のIT関連顧客向
けの需要に回復感が出てきたことに加え、⾃動⾞関連市場向けも、⽶州を中⼼に
総じて堅調に推移。

⼯業⽤部品は、各地域とも堅調に推移。

利益⾯は、産業機器の減収影響が⼤きく、⼤幅な減益に。
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売上収益は、通信カラオケ機器の販売が堅調に推移し、増収。

利益⾯は、経費削減や店舗収益の底上げなどの取り組みの効果もあり、
⿊字化。
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中国市場が落ち込んでいることを除けば、概ね堅調に推移。

消耗品・サービスは堅調で、年率５％程度の成⻑が持続。
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